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なかよしデーの活動、本格実施スタート 
7日(水)の昼休みと掃除時間を使って、２回目のなかよしデーの取組をしました。前回は各

教室に分かれて自己紹介やグループのめあてを決めるなどの、話合いが中心でしたが、今回か
らはいよいよ本格実施。グループごとに運動場で大縄跳びをしまし 

た。１年生から６年生までの異年齢の子どもたちで構成されたグル 
ープの中には、大縄跳びを初めてやる子、いろんな技をもっている 
子など、さまざまです。苦手な子には、上級生がさりげなく背後か 
ら跳ぶタイミングを声や手拍子で教えてあげたり、背中を優しく押 
してあげたりするなど、心があったまる支え合いができていました。 
何よりそれが、なかよしデーの縦 
割りグループのよさです。 
 これから毎月練習を積んで、秋 
には中間発表、３学期には本大会 
で、他のチームととんだ数で競い 
ます。大縄跳びはチームワークが 
命です。これからの各グループの 

成長が楽しみです。 
 

学校ホームページ https://www.kita9.ed.jp/takakura-e 

【学校教育目標】「心身ともにたくましく、自立した子どもの育成」 
 

プールを気持ちよく使えるように  

～５・６年生、ありがとう～ 
7日(水)、今年の水泳学習が気持ちよくできるよう

に、プール掃除をしました。1年間使っていなかっ
た広いプールを掃除するのはたいへん。暑いなか、
6年生はプールの大水槽を、５年生はフロアや更衣

室等の清掃を、汗をかきながらがんばりました。13
日からの水泳学習が楽しみです。                     
なお、プールを使っての学習には、事前に承諾書

の提出やプールカード等の日々の提出が必要です。 
 

大漁旗がはためく中でソーラン 

めざせ「スクール救命士」 
 9日（金）、６年生が小倉南消防署の署員さんから心肺蘇生
について学びました。 
 突然、近くで誰かが倒れたり気を失ったりしたとき、とっ
さに適切な対応ができれば、その人の命を失わなくてもすん
だのに・・ということがないように、正確な知識と技術をも
っておきたいものです。 
 子どもたちは、真剣な表情で人体模型と向き合って蘇生術
を学んでおり、６年生の腕力と判断力があれば、十分に心肺
蘇生は可能であることが分かりました。また、AEDの使い
方についても学びました。「いざ」の時は、たのみました
よ。 
 なお、本校では教職員も６月に心肺蘇生の 
研修を行い、いざに備えています。 

お日様さんさん、気持ちよく掃除できました 

模型を使って心肺蘇生実習 

AEDを恐れず使って… 

上級生が優しく跳び方指南 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月後半の主な行事 
 １３日（火） プール開き・TOTO 出前授業（４年） 
 １４日（水） 英語村体験学習（３・４年） 
 １５日（木） 英語村体験学習（５・６年） 
２１日（水） 学習参観・学級懇談会 

 ２３日（金） 環境局出前授業（４年）・クラブ活動 
  
 

  ２６日（月） 思春期健康教室（５・６年） 
  ２７日（火） 消防夢コンサート 

２８日（水） 成績処理のための特別時制 
        （～７/７） 
◆6月のスクールカウンセラー来校日◆ 

6/19 午後・6/29 午前 
 
 

               ☆聞く時は 子どもの目を見て 心を聴いて☆ 
 子どもたちを表面でしか見ていませんか？ 心の中の「本当の声」に，気付いていますか？ 

 

子育て親育ちのための「北九州市 子どもを育てる 10 か条」 

  シリーズ  高蔵小学校を支える講師の先生紹介③ 
 

森山絵里奈先生  学校図書館職員 
 
本市はすべての子どもが、あらゆる場所であらゆる機会に、楽しく自主的に読書に親しむこ

とができるようになるためのプラン「北九州市子ども読書プラン（第４次計画）」を策定し、
すべての子どもが、日々の生活の中ですすんで本を手に取って読み、 
子ども同士や家族などと楽しく語り合う日常を目指す子ども像とし 
てさまざまな取組をしています。 
その一環で配置されたのが、学校図書館職員です。本校にも週に 

１日程度、司書資格をもつ先生が来校され、学校図書館の整備充実 
のために働いてくださっています。また、数名のブックヘルパーの 
皆さんと力を合わせて、明るく季節感のある掲示物をたくさん作っ 
てくださり、本校の学校図書館は、入るのが楽しみな空間です。 
本校の蔵書は約9000冊。１週間に２冊まで借りることができる 

ため、月に８冊程度の本を読めることになります。学校図書館をた 
くさん利用して、読書好きな子どもに育ってほしいと願っています。  
 

 

 

自分の歯並びに合った歯の磨き方は? 
６月４日から「歯と口の健康週間」が始 

まりました。そこで、６年生が「全国小学 
生歯みがき大会」に参加しました。この学習では、子どもたちが DVDを見な
がら歯ぐきの病気や歯ブラシで磨ききれない場所を知り、歯みがきの基本や
デンタルフロスの使い方を学びました。歯並びは人によって千差万別で、そ
れに応じて歯磨きも違います。その工夫についても学びました。２学期より
全校でフッ化物洗口の取組も行います。詳しくは後日お知らせします。 
 

６月２日、４年生が「ＳＤＧｓ 環境アクティブ ラーニング」の学習で、山田緑地と環境ミ
ュージアムに行きました。この学習は、子どもたちに、北九州市の自然や環境の保全、３Ｒ活

動等に自ら課題を見出し、解決に取り組む市民環境力（より良い環境、より良い地域を創るため、自ら行
動する力）を身に付けさせ、持続可能な社会の担い手を育成する 
とともに、シビックプライドの醸成を図るのがねらいです。 
当日は、あいにくの雨天ではありましたが、山田緑地では、 

指導員の方の引率・解説を受けながら緑地に根付く植物や、小 
川に棲むオタマジャクシやどんこを観察し、子どもたちは自然 
の不思議やおもしろさを感じ取っていました。 
また、環境ミュージアムでは、館内の展示物をじっくり見学 

したのち、体験型プログラムに取り組みました。なかでも子ど 
もたちが夢中になったのが、家庭で意外と多く発生している食 
品ロスについて、その改善策を探りそれによるメリットをカー 
ドゲームで学ぶ「食品ロスカードゲーム」と、牛乳パックをリ 

サイクルして作る“竹とんぼ”ならぬ「紙とんぼ」。どちらも楽 
しそうに活動しながら、「環境」について真剣に考え、学びを 
深めたようです。 

 

山田緑地の野外活動。生物の魅力を学ぶ 

環境ミュージアムで、食品ロスを学ぶ 


